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８
月
26
日
、
岡
山
県
立
大
学

で
全
国
ひ
き
こ
も
り
支
援
基
礎

自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉ
ｎ
そ
う
じ
ゃ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
１
部
の
全
国
首
長
サ
ミ
ッ

ト
に
は
、
群
馬
県
安
中
市
の

茂も
て
き
ひ
で
こ

木
英
子
市
長
、
愛
知
県
豊
明

市
の
小こ
う
き
ま
さ
ふ
み

浮
正
典
市
長
、
滋
賀
県

守
山
市
の
宮
本
和
宏
市
長
、
山

口
県
宇
部
市
の
久
保
田
后き
み
　
こ子
市

長
、
片
岡
市
長
が
出
席
。
各
市

の
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
、
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

座
長
で
あ
る
片
岡
市
長
は
、

「
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
全
国
の
仲
間
を
増
や
し
、

丁
寧
な
勉
強
会
や
情
報
共
有
を

繰
り
返
し
て
、
国
へ
政
策
提
言

を
行
っ
て
い
く
集
団
に
な
る
」

と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

「
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
果
敢
に

取
り
組
む
」
と
す
る
サ
ミ
ッ
ト

宣
言
を
採
択
。
今
後
５
市
が
中

心
と
な
り
、
年
１
回
持
ち
回
り

で
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め

ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
中
央
大
学
教
授

の
宮
本
太
郎
さ
ん
に
よ
る
基
調

講
演
。
自
身
の
体
験
も
踏
ま
え

な
が
ら
、「
ひ
き
こ
も
り
に
対

す
る
誤
解
を
解
き
、
自
治
体
が

元
気
人
口
を
増
や
す
た
め
の
方

法
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

第
３
部
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
総
社
市
ひ
き
こ
も
り
支
援

等
検
討
委
員
会
委
員
長
で
岡
山

大
学
法
科
大
学
院
教
授
の
西
田

和
弘
さ
ん
を
座
長
に
、
当
事
者
・

家
族
・
支
援
者
の
代
表
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
事
例
や
意

見
を
述
べ
、
市
内
外
か
ら
参
加

し
た
約
７
０
０
人
が
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー「
ワ

ン
タ
ッ
チ
」
を
開
設
し
、
相
談

業
務
な
ど
を
開
始
。
30
年
に
は

居
場
所
「
ほ
っ
と
タ
ッ
チ
」
を

つ
く
り
、
家
族
会
も
発
足
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
、

さ
ら
に
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
取

り
組
み
、
誰
も
が
安
心
し
て
活

躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

全
国
ひ
き
こ
も
り
支
援
基
礎
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

　ひきこもり支援基礎自治体宣言書を手にする宮本市長、久保
田市長、片岡市長、茂木市長、小浮市長（左から）

　

第
３
部
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
当
事
者
、
家

族
、
支
援
者
の
各
代
表
が
事
例
を
発
表
し
、

お
互
い
の
理
解
を
深
め
た

　乳がんは、がんのなかでも女
性の罹

り

患
かん

率がトップであり、発
症者は増加傾向にあります。現
在 14 人に 1人が発症し、年間 6
万人が乳がんと診断されていま
す。また、発症者のうち年間約
１万 3000 人が亡くなっていま
す。
　がんは、進行の程度を判定す
るために、ステージ０～Ⅳの５
段階に分類されます。乳がんに

ついては、しこりの大きさや乳
房内での広がり、他の臓器への
転移の有無により進行度を判断
します。早い段階で治療を行う
ことで約 90％の人が治るといわ
れています。命
を守るために、
少しでも早く発
見することが重
要です。
　乳がんの進行
度ステージⅠ
は、しこりが２
㎝以下で脇の下のリンパ節に転
移がない状態を示します。しこ
りが１㎝程度になれば、注意深

く触ると自分で発見することも
可能です。日頃から、月に一度
は自分の胸を触り、しこりがな
いかセルフチェックをする習慣
をつけましょう。しこりのない
乳がんもあるので、セルフチェ
ックに加え定期的に検診を受け
ることも大切です。
　現状では、乳がんにならない
ための確実な予防法はないとい
われています。早期発見・早期
治療を行うことが、最善の対処
法です。自分だけは大丈夫とは
考えずに、定期的に自分の体を
チェックすることで健康を保ち
ましょう。

監修・問い合わせ　総社警察署（☎94０１１０）

令和元年全国地域安全運動の実施について

　令和元年上半期の総社市内で
の刑法犯認知件数は 107 件でし
た。昨年に比べると、７件減少
しました。
　10 月 11 日から 20 日までの
10 日間は、もっと安心して暮ら
せる安全な地域社会の実現を目
指して、全国地域安全運動が実
施されます。地域全体で犯罪の
防止に取り組みましょう。
　特に注意してもらいたいのが、
次の２つです。

【特殊詐欺の被害防止】
　電話でお金の話が出たら、詐
欺の可能性が高いです。一度電
話を切って、家族や警察に相談
しましょう。自宅の固定電話は
留守番電話に設定しておき、相
手を確認してから電話に出ると
いう方法も有効です。
　迷惑電話防止機能付き電話を
使用することで、被害を予防す
ることも可能です。市内では 65
歳以上の人を対象に、購入費用
を助成しています。詳細は、市
交通政策課（☎92 8249）に問い
合わせてください。
【子ども・女性の犯罪被害防止】
　登下校時の子どもの見守り活

動を推進しましょう。ウオーキ
ングや犬の散歩、花の水やりな
どの活動を行いながら見守る「な
がら見守り」を増やすことも、地
域の安全につながります。外に
出る際には、積極的に見守り活
動を行いましょう。
　見通しが悪い道や危険な場所
を把握しておくことも大切です。
意識することで、犯罪を回避で
きることもあります。通学・通
勤 ル ー ト
は、明るく
人通りの多
い道を選ぶ
ようにしま
しょう。

薬師寺　公一　医師
（吉備医師会から）

自己触診のすすめ

乳がん予防

問い合わせ　健康医療課健康増進係（☎92８２５９）
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